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　在宅医療は、年齢に関わらず、病気になっても障害があっ

ても、住み慣れた地域で自分らしい生活が送れるよう、入院

医療や外来医療、介護、福祉サービスと相互に補完し合いな

がら、患者の生活を支える医療です。

　県民の約 6 割の方が、在宅医療を希望しているものの、そ

の約 7 割の方は、家族への負担や急変した場合の対応に不安

があるなど、実現は難しいと考えています。

　「とちぎの在宅医療ナビ」は、平成 29（2017）年 10 月か

ら約半年間、21 回にわたって、県民の皆様に、在宅医療に対

する不安をなくしていただくよう県内の在宅医療に携わる医

師をはじめとした多職種の方たちに現状を分かりやすく解説

していただき、下野新聞に寄稿したものです。

　このパンフレットにより、県民の皆様の在宅医療に関する

理解をさらに深めていただければ幸いです。

平成 30（2018）年 12 月

栃木県保健福祉部長　森澤　隆
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栃木県からのお知らせ

在宅医療において積極的な役割を担う医療機関について

　栃木県では、多職種と協働し、積極的に在宅医
療を提供する医療機関を「在宅医療において積極
的な役割を担う医療機関」として、栃木県保健医
療計画（７期計画）別冊※に掲載し、県ホームペー
ジにおいて公表しております。
　在宅医療サービスを行っている医療機関を探す
際に参考にしてください。

「在宅医療において積極的な役割を担う医療機関」
には、
　　(1) かかりつけ医療機関
　　(2) 在宅療養支援に係る医療機関
の２種類があり、所定の要件※をすべて満たした
場合に県に届出することによって認定されます。

※栃木県ホームページを御参照ください。
・栃木県保健医療計画　別冊　
　 http://www.pref.tochigi.lg.jp/e02/pref/keikaku/

bumon/hokeniryou7.html

・所定の要件
　 http://www.pref.tochigi.lg.jp/e02/kinoubetu_

iryoukikan_zaitaku.html
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在宅医療において積極的な役割を担う医療機関について

役　　割 医療機関
（1）
かかりつけ
医療機関 

・地域の身近な医療機関と
して、在宅医療の提供や在
宅療養上の支援を行う役割
を担います。 

・病院 
・診療所 
・歯科診療所 
・ 訪 問 看 護 ス

テーション 
・薬局

（2）
在宅療養支
援に係る医
療機関 

・診療報酬上の施設基準が
定められている医療機関
で、在宅医療の提供や在宅
療養上の支援を行うことに
加え、地域の在宅医療提供
体制の構築、住民への啓発
及び医療介護障害福祉サー
ビスに関する情報提供等に
協力する役割を担います。 

・病院 
・診療所 
・歯科診療所 
・ 訪 問 看 護 ス

テーション 
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人生の最終段階における医療・ケアの意思決定について

誰でも、いつでも、

命に関わる大きな病気やケガをする

可能性があります。

命の危険が迫った状態になると、

自らが希望する医療やケアを受けるために

大切にしていることや望んでいること、

どこでどのような医療やケアを望むかを

詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。

あなたが
大切にしていることは

何ですか？

あなたが
信頼できる人は
誰ですか？

信頼できる人や
医療･ケアチームと
話し合いましたか？

話し合いの結果を
大切な人たちに伝えて
共有しましたか？

～自らが望む､人生の最終段階の医療･ケアについて話し合ってみませんか～

人生の終わりまで､あなたは､どのように､過ごしたいですか ？

もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて、
前もって考え、繰り返し話し合い共有する取組を
「 アドバンス・ケア・プランニング（ ）」と呼びます。
あなたの心身の状態に応じて、かかりつけ医等からあなたや
家族等へ適切な情報の提供と説明がなされることが重要です。

心
身
の
状
態
に
応
じ
て
意
思
は
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め

何
度
で
も

繰
り
返
し
考
え

話
し
合
い
ま
し
ょ
う

このような取組は、個人の主体的な
行いによって考え、進めるものです。
知りたくない、考えたくない方への
十分な配慮が必要です。

話し合いの進めかた（例）



栃木県保健福祉部医療政策課　在宅医療・介護連携担当
〒 320-8501　栃木県宇都宮市塙田 1-1-20
電話 028-623-2810
※このパンフレットは、栃木県ホームページからダウンロードできます。
　トップページ > 福祉・医療 > 医療 > 医療施策 > 在宅医療のご案内
　http://www.pref.tochigi.lg.jp/e02/zaitakuiryou_hp.html
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